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「労働安全衛生法改正」を見据え、産業保健体制づくり支援を本格強化 

100 名未満の事業場向けに無料ストレスチェックサービス 
「ADVANTAGE first call」の提供開始 

 

株式会社アドバンテッジリスクマネジメント（以下、当社）は、労働安全衛生法改正によるストレスチェック全事業

場義務化に先駆け、100 名未満の事業場を対象にストレスチェックサービス「ADVANTAGE first call(アドバンテッ

ジ ファーストコール)を無料提供いたします。本施策により、産業保健体制の構築が遅れがちな中小企業への支

援を本格化し、法令遵守と従業員のメンタルヘルス向上に寄与することを目指します。 

2025 年 5 月に労働安全衛生法が改正され、これまで努力義務に留まっていた従業員 50 名未満の事業場でも

ストレスチェックの実施が正式に義務化されることが決定しました。施行日は公布から 3 年以内〈最長で 2028 年 5

月まで〉と政令で定められ、段階的な導入が見込まれています。 

この法改正により、日本国内の事業場の約 96％を占める約 487 万の小規模職場が新たに対象となり、膨大な数

の中小・零細事業者に対するメンタルヘルス支援の市場が創出されると予測されます。  

一方で、中小企業におけるメンタルヘルス対策の現状には以下のような構造的課題があります： 

⚫ リソース不足（人員・予算の制約）  

人手や資金に余裕がないため、ストレスチェックの実施や高ストレス者への対応にかかるコスト負担が導入の

大きなハードルとなりやすい。  

⚫ 産業医の不在 

多くの中小企業では産業医の選任義務がなく、社内に専門的な産業保健体制が整っていない。  

こうした課題から、低コストで導入が容易でありながら専門的サポートを受けられる外部サービスに対するニーズ

が急速に高まっています。 

当社では、50 名未満の事業場のみならず、より一層の中小企業への産業保健体制づくり支援を目的に 100 名

未満の事業場まで無料でストレスチェックサービスを提供いたします。 

 

＜サービス内容＞ 

長年培ってきたメンタルヘルスケア領域での専門性とグループアセットを基盤に、株式会社 Mediplat(メディプラッ

ト)が提供する産業保健支援プラットフォーム「first call」の機能を活用し、従業員 100 名未満の中小企業に向けた

産業保健体制づくりの支援を強化します。提供する主なサービス内容は以下の通りです。 

  



 

⚫ ストレスチェックサービス【厚生労働省推奨の職業性ストレス簡易調査票（57項目）】の無償提供 

（イメージ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の展開について＞ 

多数の中小企業の皆様へのご利用をもと、継続的な支援を可能とするため以下のようなサービスを拡充、展開し

ていく予定です。 

⚫ 高ストレス者へのリスク対応や、人事労務に関する相談窓口として有効かつ高品質な担当者/個人向けカウン

セリングサービス 

⚫ EBプラットフォーム（※）を活用した保険/福利厚生等のパッケージ商品のご提案 

⚫ 各種会員・業界団体やサプライヤー団体向けの商品・サービスの優遇 

今回の無料提供開始により、中小企業が直面するメンタルヘルス対策のハードルを下げることで、法改正化前

の円滑な準備と産業保健体制づくり、お客様組織課題の解決に最大限の投資をいただけるよう、支援してまいりま

す。 

※EB プラットフォームとは：異なる保険会社の商品を、ひとつのプラットフォームで統合募集できるシステム。特に福利厚生制度として

導入している異なる会社の保険の一覧案内による従業員の皆様が検討しやすくすることで加入件数の増加が期待できます。EB とは

Employee Benefitsの略で「福利厚生」をあらわしています。 

 

■お申し込み予約はこちら https://form.armg.jp/entr/cont/coth-oth-00534  

サービスのご提供は 2026年 1月 12日以降を予定しております。上記よりご予約いただいたお客様から順

次、本お申し込みについてご案内しますので予めご了承ください。 

 

株式会社アドバンテッジリスクマネジメント https://www.armg.jp/ 

(本社：東京都目黒区、代表取締役社長：鳥越 慎二)  

1995 年、休職者の所得を補償する保険「GLTD(団体長期障害所得補償保険)」専業代理店とし

て創業。 

2002 年より、日本で初めてストレスチェックを取り入れた、予防のための EAP(従業員支援プログラム)サービスの提供を

開始し、周辺領域へと事業を拡大。 

現在は、EAP や研修・ソリューション、健康経営支援を軸とする「メンタリティマネジメント事業」、病気・ケガ、出産・育児、

介護による休業・復職支援や仕事との両立支援を軸とする「就業障がい者支援事業」、個人向け保険販売を軸とする  

「リスクファイナンシング事業」を展開。 

従業員の「ウェルビーイング」、「ハピネス」向上を掲げ、今後は福利厚生アウトソーシングや労務管理支援、組織活性の

ためのツールなどへと事業拡大。効果につながるプラットフォームとソリューションをより多くの企業に提供しウェルビーイ

ング領域における圧倒的地位を目指す。 
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